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＜連絡事項＞

· 源泉徴収表を11/27までに提出すること。

· 作業療法士の林　恵美子さんがローテーション。11/23まで。

· 11/22、作業療法士の学生（小村さん）が1日通所を体験予定。

＜外来情報＞

· 森田　清助様～　11/16風邪の為受診しているが、本日も鼻水、頭がボーとするとの事で、PL顆粒　

4日分処方となっている。主治医より風邪が治ったらナイトケア利用するよう助言あり。

· 本多　富美様～　「20時か21時から7時まで眠ることが出来ている」と話される。「イライラす

ることは全くない」と話されている。1週間分処方となっている。

· 本田　英之様～　「調子が良くなってきた。青山荘で落ち着いて過ごしている。家族と話し合い働

く方向で勧めていくことになった。青山荘で就労プログラムを始めてもらう。今後は、青明舎を通して、就職するようにしていきたい」と報告されている。

· 我満　奈津紀様～「2時まで眠れなかった。気になることがあれば、たまになる」と話される。体

調については「変わりない」と話される。11/16片づけを行ったが「3日間くらいでちらかる」と話される。不眠が続くようなら主治医へ相談するようアドバイスしている。

· 晴山　美智子様～後発薬品に変わり「眠れない、太る、友達や親から目がつりあがっておかしいと

言われる」と話される。また、本人から「薬が合わないと入院になる。被害妄想やうつになる」と話される。現在体重94.8kg。眠剤（ロンフルマン）追加処方となっている。
＜利用者様情報＞

· 古館　ヨリ様～　11/16、面談実施。歯科受診の件についてお姉様へ連絡する事を話し合っている。　　

本人より「何と話したらいいのかわからない」と話されるため、現在の状況（インフルエンザの予防接種で支払いをしたこと。歯が痛くて食事が出来ないこと。これからは家計簿をつけてやりくりしていくこと）を詳しく伝えるよう促している。昨日20：30お姉様へ電話し、歯科受診の承諾は得たが金銭の振込み日時の確認をしなかったとの事。明日、銀行へ行き、振込みがあった際は歯科受診予定。また、本人の家計簿を確認すると、毎日のように缶コーヒーを飲んでいること（多いときは1日2.3本）やおにぎりを1度に3個購入していることもあることがわかり、生活費を節約するよう援助が必要となっている。生活保護を受けるための住所変更に関しては「お盆や正月に帰る家があることを楽しみにしている」と話され、拒否される。

· 中居　松男様～　来所時より疲れた表情あり、本人へ雪片付けを行っていないか確認すると「やっ

ていない」と話される。他メンバーより「朝から雪片付けをやっていた」との情報あり、本人へ自分が通る場所だけの除雪を促している。

· 本多　富美様～　ストレス緩和のプログラム中に爆睡されている。本人は「夢を見た」と驚いた様

子で周囲のメンバーへ話している。体調については「いろいろあって疲れて」と話し、スタッフの前から去っている。

· 本田　英之様～　11：00頃来所され「食事なしデイケアで」と話されるが、眼光の鋭さが見られ

ている。ホールに居ることは殆んどなく、ロッカーなどで仲の良いメンバーと話しているが、プログラム参加への声掛けに対し睨むような表情が感じられる。

· 我慢　奈津紀様～「考え事をして2時まで眠れなかった」と話される。眠れなかった要因として「交　　　

際相手が娘が食べ物をこぼした事に対し泣かせるくらい怒ったため『泣かすような事はやめてほしい』と交際相手に話したら3日間連絡がなく、気になって眠れない」と話される。

· 今野　容子様～　11/16夕食前血糖値が46mg/dLとなっており、ブトウ糖摂取を促すが、あめ玉で　　

対応している。また、午後になると下肢の浮腫が著明に見られるため、状態確認、他メンバーとの物のやりとりに注意し観察していく。

· 田中　正士様～　青風荘の脱衣所で転倒したとの情報あり、通所での転倒がないよう観察する。

· 駒目　翔様～　　11/16　13：00お父様と同伴で見学されている。退院予定は、今月中か来月。

本人は通信で学校へ行きたいと思っているが、お父様は集中力がないことや外泊中に自宅でゴロゴロしている状態なため、デイケアで集中力を身に付けて元どおりになってから、通信の学校へ通わせたいと話される。本人のデイケア利用の目的は「意欲がないから高めたい。何かしようと思ってもやる気が出ない。デイケアへは長く通うつもりはない」と話される。

本人の様子としては、交流面では特に問題は見られず、気になっている内容についてもきちんと質問することが出来ている。同年代のメンバーが居るのか気にされている。

今後の方向性について何も決まっておらず、利用に関しては主治医へ相談するとの事。体験利用も出来る事を説明している。

＜事例検討＞

清水　泰雅様（33）　統合失調症　デイケア利用

○現状

· 遅れる際の連絡が定時前に出来ている。

· 遅刻はするが、本日以外は来所出来ている。

· 本日「胃が痛いから」と欠席される。

· 対人面では、孤立しているが声掛けで他メンバーの輪に入る事が出来る。

○現在の治療計画

· デイケア利用する事によって、生活リズムの改善、気分転換を図る。

· 対人関係のスキル向上のため、SST等のプログラムを活用していく。

○今後について

· 来所、プログラム参加について、無理強いしないようにと主治医から指示あり、現在の状態が本人の負担・不安・ストレスになっているのか確認する。

· 以前はご家族に自分の気持ちを伝える事が出来ず入院となってしまったため、デイケアでの情報を訪問看護へ情報提供し、ご家族との関わりを深めて行く。










